
佐
藤
博
信
先
生
を
送
る

菅

原

憲

二

佐
藤
博
信
先
生
が
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
じ
職
場
で
、
日
本
史
の
中
世
と
近
世
と
い
う
近
い
研
究
分
野
で
二
〇
年

あ
ま
り
を
過
ご
し
た
者
で
あ
る
が
、
断
片
的
な
こ
と
し
か
思
い
浮
か
ば
ず
、
ま
と
ま
り
の
な
い
ま
ま
佐
藤
先
生
の
思
い
出
を
記
す
こ

と
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

先
生
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
に
新
潟
県
新
発
田
市
に
生
ま
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
に
属
す
る
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学

部
、
同
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
後
、
女
学
校
の
教
員
を
経
て
一
九
八
〇
年
四
月
に
千
葉
大
学
人
文
学
部
に
助
教
授
と
し
て
赴
任

さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
は
現
在
の
史
学
科
は
ま
だ
な
く
、
人
文
学
部
人
文
学
科
の
史
学
専
攻
で
あ
っ
て
僅
か
五
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

あ
っ
た
。
翌
一
九
八
一
年
四
月
に
人
文
学
部
が
改
組
さ
れ
、
文
学
部
史
学
科
が
、
日
本
史
（
考
古
学
を
含
む
）、
東
洋
史
、
西
洋
史

と
い
う
形
で
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
史
学
科
発
足
時
以
来
の
教
員
と
し
て
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
研
究
教
育
に
専
念
さ
れ

て
き
た
。

私
が
佐
藤
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
一
九
八
九
年
四
月
は
じ
め
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
柔
ら
か
い
物
腰
と
親
し
げ

な
口
ぶ
り
、
そ
し
て
実
験
助
手
の
よ
う
な
白
衣
を
着
て
お
ら
れ
た
。
生
活
は
質
素
で
、
酒
も
た
ば
こ
も
嗜
ま
れ
ず
、
研
学
一
筋
の
生

活
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
ゼ
ミ
に
は
多
く
の
学
生
が
い
て
、
講
義
と
演
習
を
同
じ
日
に
連
続
し
て
精
力
的
に
こ
な
し
て
お
ら
れ
た
。
史
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料
を
博
捜
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
既
知
の
史
料
で
も
現
物
に
当
た
る
努
力
を
惜
し
ま
れ
ず
、
ま
た
同
じ
史
料
で
も
何

度
で
も
繰
り
返
し
丹
念
に
読
み
込
ん
で
い
く
と
い
う
真
摯
な
取
組
を
、
我
々
職
場
の
同
輩
の
み
な
ら
ず
、
大
学
の
講
義
の
学
生
に
、

研
究
会
の
出
席
者
た
ち
に
、
印
象
づ
け
て
お
ら
れ
た
。

私
は
千
葉
大
学
に
赴
任
す
る
ま
で
、
佐
藤
先
生
の
お
名
前
を
学
会
誌
で
お
見
か
け
は
し
て
い
た
が
、
実
際
に
同
じ
職
場
に
移
っ
て

驚
い
た
の
は
、
論
文
の
生
産
力
の
高
さ
で
あ
る
。
大
学
の
講
義
で
は
、
す
で
に
文
章
化
さ
れ
た
も
の
を
ゆ
っ
く
り
読
み
、
そ
れ
を
学

生
に
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て
、
そ
の
あ
と
丁
寧
に
解
説
を
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
学
期
が
終
わ
る
と
そ
の
内
容
の
活
字
論
文
抜
刷
が
直
接

あ
る
い
は
文
書
箱
に
届
け
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
年
に
二
部
程
度
の
抜
刷
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
先
生
か

ら
、
お
仕
事
の
成
果
を
拝
受
す
る
の
は
毎
月
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
最
近
は
そ
の
抜
刷
が
重
厚
な
著
書
に
替
っ
て
恵
与
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
っ
た
。
怠
惰
な
筆
者
に
は
と
て
も
真
似
で
き
な
い
ご
精
進
で
あ
っ
た
。

先
生
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
中
世
東
国
史
の
研
究
で
、
越
後
国
を
出
発
点
と
し
て
、
着
実
に
そ
の
視
野
を
広
げ
て
、
東
国
を
中

心
と
し
た
地
域
の
支
配
構
造
の
研
究
、
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
を
経
て
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
・
宗
教
的
状
況
に
至
る
ま

で
そ
の
総
合
的
把
握
に
努
め
て
来
ら
れ
た
。
そ
の
主
要
な
成
果
が
『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』
と
『
中
世
東
国
日
蓮
宗
寺
院
の
研

究
』
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
に
は
早
稲
田
大
学
か
ら
「
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
」
で
文
学
博
士
を
授
与
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ

と
に
決
し
て
満
足
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
精
進
を
遂
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
時
健
康
を
損
な
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
と

き
も
あ
っ
た
。

先
生
は
在
職
中
に
多
く
の
学
生
を
指
導
さ
れ
て
き
た
。
指
導
さ
れ
た
学
生
は
五
〇
名
以
上
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
間
、
進
学
を
目
指
し

た
学
生
が
い
た
と
き
は
、
必
ず
他
大
学
の
大
学
院
へ
と
送
り
出
さ
れ
た
。
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
う
と
の
指
導
方
針
で
あ
っ
た
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と
も
思
わ
れ
る
。
進
学
先
は
東
京
都
立
大
学
、
一
橋
大
学
、
広
島
大
学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
神
戸
大
学
な
ど
で
、
そ
の
大
学
数

は
九
、
進
学
し
た
院
生
は
一
四
名
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
姿
勢
は
文
学
研
究
科
、
社
会
文
化
科
学
研
究
科
な
ど
、
千
葉
大
学
で
進
学
で
き

る
学
内
の
大
学
院
が
発
足
以
降
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
大
学
院
が
発
足
し
た
以
降
、
学
外
か
ら
受
験
者
が
い
て
も
、
受
け
入
れ
て
指

導
す
る
こ
と
を
躊
躇
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
指
導
を
さ
れ
て
い
た
が
、
最
後
に
は
直
接

の
指
導
生
の
中
に
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
も
の
が
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
わ
れ
て
い
た
。

卒
業
論
文
試
問
で
は
、
い
つ
も
赴
任
以
降
（
と
思
わ
れ
る
）
の
指
導
学
生
の
卒
業
論
文
の
メ
モ
を
携
え
て
お
ら
れ
た
。
Ｂ
５
判
の

横
書
き
の
便
箋
に
は
び
っ
し
り
と
コ
メ
ン
ト
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
黒
紐
で
綴
じ
ら
れ
た
便
箋
の
束
は
三
〇
有
余
年
の
歳
月
を
物

語
る
よ
う
に
分
厚
く
な
っ
て
、
下
の
方
は
色
が
変
わ
っ
て
い
た
。
私
と
は
ゼ
ミ
生
が
重
な
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ
も
中
世
史
の
卒
業

論
文
は
読
ま
せ
て
頂
い
て
い
た
が
、
卒
業
論
文
本
体
に
は
付
箋
が
立
ち
並
び
、
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
卒

業
論
文
試
問
で
は
優
し
い
口
調
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
学
生
を
褒
め
ち
ぎ
る
と
言
う
こ
と
は
滅
多
に
な
か
っ
た
。
不
幸
に
も
ゼ
ミ
で
使

用
し
た
史
料
で
卒
論
を
書
い
た
学
生
に
対
し
て
、
す
で
に
同
じ
テ
ー
マ
で
論
文
を
執
筆
し
て
い
た
先
生
が
や
さ
し
く
説
明
さ
れ
て
い

た
姿
も
今
は
思
い
出
で
あ
る
。

お
母
さ
ん
想
い
の
先
生
の
姿
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
体
調
の
よ
く
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
を
茅
ヶ
崎
市
か
ら
現
在
の
お
住
ま
い
に
引
取

ら
れ
る
際
に
も
、
階
段
の
昇
降
の
負
担
を
考
え
ら
れ
て
、
大
学
に
近
い
平
屋
の
一
軒
家
を
選
ば
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
昼
食
時
に
も

必
ず
自
宅
に
帰
ら
れ
て
食
事
の
御
世
話
を
す
る
な
ど
、
最
後
ま
で
身
の
回
り
の
世
話
に
努
め
て
お
ら
れ
た
。
最
期
に
近
い
頃
は
、
ご

自
身
に
も
必
要
な
史
料
調
査
や
、
恒
例
と
な
っ
て
い
た
学
生
引
率
の
研
修
旅
行
・
史
料
調
査
も
慎
ん
で
お
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
姿

を
決
し
て
表
に
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
あ
と
に
は
髪
を
短
く
さ
れ
、
あ
た
か
も
法
躰
の
様
相
で
あ
っ
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た
。
服
喪
以
後
の
メ
ー
ル
に
は
今
に
至
る
ま
で
「
合
掌
」
と
い
う
言
葉
が
止
め
文
言
と
な
っ
た
。
本
に
埋
も
れ
た
研
究
室
に
は
、
法

華
経
か
な
に
か
読
経
が
静
か
に
響
く
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
中
国
に
一
緒
に
赴
い
た
時
に
も
、
両
手
を
合
わ
せ
て
挨
拶
を

す
る
先
生
の
姿
を
見
て
、
高
僧
を
み
る
か
の
よ
う
な
中
国
の
大
学
生
の
表
情
が
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

先
生
は
現
在
、
千
葉
歴
史
学
会
と
い
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
在
野
の
学
会
の
会
長
を
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
千
葉
歴
史
学
会
は
、

一
九
八
二
年
に
発
足
し
た
か
ら
、
赴
任
さ
れ
た
直
後
に
な
る
。
お
り
し
も
佐
倉
市
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
設
立
さ
れ
、
千
葉
圏

域
に
錚
々
た
る
歴
史
関
係
者
が
揃
っ
て
い
た
。
事
務
局
は
当
面
文
学
部
史
学
科
に
置
く
こ
と
に
な
り
、
佐
藤
先
生
は
発
足
時
か
ら
事

務
局
を
務
め
ら
れ
、
長
い
間
学
会
の
屋
台
骨
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
。
初
代
の
会
長
は
故
小
笠
原
長
和
先
生
、
二
代
目
は
宇
野
俊
一
先

生
で
、
佐
藤
先
生
は
三
代
目
に
な
る
。
歴
代
の
会
長
は
史
学
科
の
教
員
が
勤
め
て
い
る
が
、
会
員
は
千
葉
県
を
中
心
に
ひ
ろ
く
関
東

地
域
の
方
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
外
国
史
も
含
む
多
く
の
歴
史
研
究
者
や
歴
史
教
育
を
担
当
す
る
中
高
教
員
、
さ
ら
に
地
域
史

に
取
り
組
む
広
範
な
人
々
か
ら
な
っ
て
い
る
。
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
多
く
の
学
会
の
中
で
堅
実
に
会
員
を
確
保
し
て
き
て
お
り
、

そ
の
活
動
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
千
葉
歴
史
学
会
の
順
調
な
歩
み
は
学
会
各
委
員
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
先
生
の
人

徳
・
人
脈
と
、
努
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
特
に
中
世
史
部
会
は
、
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
研
究
活
動
や
史
跡
見
学

を
展
開
し
て
き
て
、
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
、
同
学
会
で
は
も
っ
と
も
活
発
な
部
会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
の
文
化
財
保

存
運
動
に
も
積
極
的
に
も
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
お
一
人
で
も
あ
る
。

先
生
が
在
職
中
の
三
二
年
間
に
史
学
科
の
組
織
は
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
教
養
部
が
解
体
さ
れ
た
と
き
、
史
学
科
は
相
当
数

の
歴
史
系
教
員
を
迎
え
入
れ
、
一
六
名
、
三
専
攻（
形
式
上
）か
ら
な
る
大
史
学
科
へ
と
変
貌
し
た
。
ま
た
大
学
院
も
文
学
研
究
科
、

社
会
文
化
科
学
研
究
科
、
人
文
社
会
科
学
研
究
科
と
発
展
的
に
存
続
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
史
学
科
の
「
有
職
故
実
」
を
知
る
存
在
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と
し
て
重
き
を
な
し
て
こ
ら
れ
た
。
学
科
長
を
二
期
勤
め
ら
れ
た
の
を
始
め
、
文
学
部
の
公
職
も
教
務
委
員
長
、
学
生
委
員
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
た
。
学
生
委
員
長
の
時
に
は
文
学
部
に
と
っ
て
も
不
名
誉
で
大
変
な
時
期
に
御
苦
労
を
さ
れ
た
姿
を
見
て
い
る
。

「
行
政
改
革
」
の
名
の
も
と
、
大
学
が
構
成
員
の
意
に
反
し
て
法
人
化
さ
れ
、
予
算
も
人
員
も
削
減
さ
れ
、
史
学
科
（
だ
け
で
は

な
い
）
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
先
生
が
史
学
科
を
去
ら
れ
る
直
前
に
日
本
近
代
史
の
安
田
浩
先
生
が
逝
去
さ
れ
、
ま
た
考

古
学
の
岡
本
東
三
先
生
が
退
職
さ
れ
る
の
で
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
は
大
所
帯
で
あ
っ
た
史
学
科
も
一
二
名
と
な
る
。
来
年
度
岡
本

先
生
の
後
任
は
補
充
さ
れ
る
が
、
佐
藤
先
生
の
後
任
は
菅
原
の
後
任
と
合
わ
せ
て
一
人
を
補
充
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
予
定
が

実
現
し
た
と
し
て
、
日
本
史
の
専
任
教
員
は
二
〇
一
三
年
度
か
ら
わ
ず
か
二
名
と
な
り
、
史
学
科
の
研
究
教
育
は
非
常
に
バ
ラ
ン
ス

を
逸
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
る
こ
と
を
、
佐
藤
先
生
は
案
じ
な
が
ら
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
な

る
と
は
、
赴
任
さ
れ
た
時
に
は
想
像
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

業
績
目
録
（
末
尾
の
も
の
は
あ
く
ま
で
抜
萃
で
あ
る
）
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
佐
藤
先
生
の
研
究
へ
の
精
進
は
明
ら
か
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
中
世
東
国
史
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
誰
も
が
認
め
る
研
究
成
果
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
生
は
大
学
で
の
通

常
の
教
育
研
究
経
費
以
外
に
、
い
わ
ゆ
る
競
争
的
資
金
を
全
く
受
け
て
こ
な
か
っ
た
。
科
学
研
究
費
補
助
金
申
請
は
、
研
究
代
表
者

と
し
て
提
出
し
た
も
の
は
つ
い
に
一
度
と
し
て
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
先
生
の
膨
大
な
実
績
と
、
長
年
の
真
摯
な
研
究
態
度
を
考
え

る
と
こ
れ
は
全
く
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
何
ら
か
の
形
で
毎
年
の
よ
う
に
科
研
費
な
ど
を
受
け
て
い
る
研
究
者
が
い
る
こ

と
を
み
る
と
、
科
研
費
採
択
の
不
合
理
さ
、
理
不
尽
さ
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
申
請
を
強
制
す
る
か
の
如
き
近
年

の
学
内
の
動
向
は
、
運
営
交
付
金
の
削
減
が
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
事
情
が
あ
る
と
は
い
え
、
情
け
な
い
？
時
代
に
な
っ
た

も
の
と
感
じ
る
。
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最
後
に
な
っ
た
が
、
文
学
部
と
い
う
か
『
人
文
研
究
』
関
係
者
に
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
た
い
。
先
生
が
千
葉
大
学
退
職
後
も
活
躍

さ
れ
る
こ
と
は
誰
し
も
期
待
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
大
学
の
定
年
を
迎
え
た
か
ら
と
言
っ
て
、
学
問
へ
の

情
熱
が
、
史
料
へ
の
取
組
が
定
年
を
迎
え
る
訳
で
は
な
い
。
先
生
が
今
後
も
研
究
成
果
を
も
の
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し

大
学
を
離
れ
た
時
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
は
か
な
り
狭
く
な
る
。
お
そ
ら
く
先
生
は
名
誉
教
授
に
推
薦
さ
れ
る
と
思
う
が
、
何

が
名
誉
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
秋
の
懇
談
会
な
ど
会
合
へ
の
ご
招
待
よ
り
も
、
紀
要
掲
載
の
権
利
を
担
保
す
る
方
が
よ
ほ
ど
名
誉
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
の
だ
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
本
学
の
発
展
に
努
め
ら
れ
た
先
生
の
よ
う
な
退
職
教
員
に
は
本
誌
『
人
文
研

究
』
へ
の
投
稿
資
格
を
付
与
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
早
急
な
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

末
尾
と
な
っ
た
が
先
生
の
ご
健
康
と
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
り
上
げ
る
。

千
葉
大
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人
文
研
究
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佐
藤
博
信
先
生

略
歴

一
九
四
六
年
一
〇
月
二
六
日
生

一
九
六
九
年
三
月
三
一
日

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
史
学
科
国
史
専
修
卒
業

一
九
七
一
年
三
月
三
一
日

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）

一
九
七
四
年
三
月
三
一
日

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
七
五
年
四
月
一
日

清
泉
女
学
院
教
諭

一
九
八
〇
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
助
教
授
人
文
学
部

一
九
八
一
年
四
月
一
四
日

千
葉
大
学
助
教
授
文
学
部
に
配
置
換

一
九
九
一
年
六
月

文
学
博
士
（
早
稲
田
大
学
）

一
九
九
三
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
文
学
部

一
九
九
四
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
文
学
部
史
学
科
長
（
一
九
九
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

二
〇
〇
三
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
文
学
部
史
学
科
長
（
二
〇
〇
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

二
〇
〇
六
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
に
配
置
換

二
〇
〇
九
年
四
月
一
日

千
葉
大
学
教
授
文
学
部
に
配
置
換
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佐
藤
博
信
先
生

研
究
業
績
目
録

著
書

発
行
所

発
行
年

１

『
中
世
東
国
の
支
配
構
造
』

思
文
閣
出
版

一
九
八
九
年
六
月

２

『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』

校
倉
書
房

一
九
八
九
年
一
一
月

３

『
続
中
世
東
国
の
支
配
構
造
』

思
文
閣
出
版

一
九
九
六
年
一
〇
月

４

『
江
戸
湾
を
め
ぐ
る
中
世
』

思
文
閣
出
版

二
〇
〇
〇
年
七
月

５

『
中
世
東
国
日
蓮
宗
寺
院
の
研
究
』

東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
三
年
一
一
月

６

『
越
後
中
世
史
の
世
界
』

岩
田
書
院

二
〇
〇
六
年
四
月

７

『
中
世
東
国
足
利
・
北
条
氏
の
研
究
』

岩
田
書
院

二
〇
〇
六
年
五
月

８

『
中
世
東
国
政
治
史
論
』

塙
書
房

二
〇
〇
六
年
一
〇
月

９

『
安
房
妙
本
寺
日
我
一
代
記
』

思
文
閣
出
版

二
〇
〇
七
年
一
〇
月

１０

『
仏
道
・
孝
道
・
学
道
―
三
大
誓
願
の
道
―
』

私
家
版

二
〇
一
二
年
三
月

（
主
要
論
文
）

１

越
後
国
三
浦
和
田
氏
の
領
主
制
に
つ
い
て
『
越
佐
研
究
』
二
九
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月

２

戦
国
社
会
論
ノ
ー
ト
『
か
み
く
ひ
む
し
』
五
、
一
九
七
二
年
一
月

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
一
号
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３

「
色
部
年
中
行
事
」
に
つ
い
て
『
日
本
歴
史
』
二
八
八
、
一
九
七
二
年
五
月

４

「
殿
中
以
下
年
中
行
事
」
に
関
す
る
一
考
察
『
民
衆
史
研
究
』
一
〇
、
一
九
七
二
年
五
月

５

足
利
義
氏
と
そ
の
文
書
『
日
本
歴
史
』
二
九
七
、
一
九
七
三
年
二
月

８

戦
国
大
名
制
の
形
成
過
程
―
越
後
国
の
場
合
―
『
民
衆
史
研
究
』
一
一
、
一
九
七
三
年
五
月

９

室
町
期
の
一
国
人
領
主
像
『
地
方
史
研
究
』
一
三
六
、
一
九
七
五
年
八
月

１０

東
国
寺
社
領
の
構
造
と
展
開
―
下
野
日
光
山
領
を
中
心
と
し
て
―

中
世
民
衆
史
研
究
会
編『
中
世
の
政
治
的
社
会
と
民
衆
像
』

三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
六
月

１１

後
北
条
被
官
後
藤
氏
に
つ
い
て
『
茅
ヶ
崎
市
史
研
究
』
一
、
一
九
七
六
年
一
〇
月

１２

鑁
阿
寺
文
書
の
再
検
討
―
古
河
公
方
研
究
の
た
め
に
―
『
史
学
雑
誌
』
八
五
―
七
、
一
九
七
六
年
七
月

１３

古
河
公
方
領
に
関
す
る
考
察

萩
原
龍
夫
編
『
関
東
戦
国
史
の
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
七
六
年
一
〇
月

１４

越
後
応
永
の
内
乱
と
長
尾
邦
景
『
新
潟
史
学
』
九
、
一
九
七
六
年
一
〇
月

１５

中
世
東
国
寺
社
領
の
動
向
―
下
野
鑁
阿
寺
と
武
蔵
戸
守
郷
―
『
史
誌
』
六
、
一
九
七
六
年
一
二
月

１６

北
条
氏
照
に
関
す
る
考
察
―
古
河
公
方
研
究
の
視
点
を
中
心
に
―

竹
内
理
三
博
士
古
稀
記
念
会
編『
続
荘
園
制
と
武
家
社
会
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
一
月

１７

後
北
条
氏
と
古
河
公
方
足
利
氏
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
『
史
学
雑
誌
』
八
七
―
二
、
一
九
七
八
年
二
月

１８

越
後
上
杉
謙
信
と
関
東
進
出
―
関
東
戦
国
史
の
一
齣
―

杉
山
博
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
戦
国
の
兵
士
と
農
民
』
角
川
書
店
、

一
九
七
八
年
一
一
月

（３５）
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１９

喜
連
川
家
伝
来
史
料
考
証
『
史
学
雑
誌
』
八
八
―
七
、
一
九
七
九
年
七
月

２０

戦
国
期
に
お
け
る
東
国
国
家
論
の
一
視
点
―
古
河
公
方
足
利
氏
と
後
北
条
氏
を
中
心
と
し
て
―

一
九
七
九
年
度
『
歴
史
学
研

究
』
別
冊
特
集
、
一
九
七
九
年
一
〇
月

２１

古
河
公
方
家
臣
豊
前
氏
の
研
究

竹
内
理
三
編
『
荘
園
制
社
会
と
身
分
構
造
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月

２２

古
河
公
方
家
臣
簗
田
氏
の
研
究
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
一
〇
、
一
九
八
一
年
三
月

２３

鑁
阿
寺
文
書
覚
書
『
日
本
歴
史
』
四
〇
四
、
一
九
八
二
年
一
月

２４

関
東
大
草
氏
に
関
す
る
一
考
察
『
地
方
史
研
究
』
一
七
六
、
一
九
八
二
年
四
月

２５

下
野
小
山
氏
代
替
り
考
『
史
学
雑
誌
』
九
二
―
四
、
一
九
八
三
年
四
月

２６

鎌
倉
府
奉
行
人
の
一
軌
跡
『
古
文
書
研
究
』
二
二
、
一
九
八
三
年
一
二
月

２７

戦
国
武
将
と
印
判

竹
内
理
三
編
『
荘
園
制
と
中
世
社
会
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
四
年
一
〇
月

２８

室
町
期
新
田
岩
松
氏
に
関
す
る
一
考
察

小
笠
原
長
和
編
『
東
国
の
社
会
と
文
化
』
梓
出
版
社
、
一
九
八
五
年
二
月

２９

足
利
成
氏
論
ノ
ー
ト
―
百
瀬
説
に
学
ぶ
―

『
史
観
』
一
一
三
、
一
九
八
五
年
九
月

３０

古
河
公
方
足
利
成
氏
に
関
す
る
一
考
察
『
千
葉
史
学
』
一
〇
、
一
九
八
七
年
五
月

３１

雪
下
殿
御
座
所
考
『
日
本
史
研
究
』
三
〇
二
、
一
九
八
七
年
一
〇
月

３２

鎌
倉
府
論
ノ
ー
ト

中
世
東
国
史
研
究
会
編
『
中
世
東
国
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
二
月

３３

室
町
・
戦
国
期
東
国
社
会
の
一
動
向
『
歴
史
学
研
究
』
五
七
九
、
一
九
八
八
年
四
月

３４

永
享
の
乱
後
に
お
け
る
関
東
足
利
氏
の
動
向
『
日
本
歴
史
』
四
八
二
、
一
九
八
八
年
七
月

千
葉
大
学

人
文
研
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３５

上
杉
氏
家
臣
に
関
す
る
考
察
『
古
文
書
研
究
』
三
〇
、
一
九
八
九
年
三
月

３６

関
東
田
代
氏
の
歴
史
的
位
置
―
と
く
に
古
河
公
方
足
利
氏
と
の
関
係
を
中
心
に
―

永
原
慶
二
・
所
理
喜
夫
編
『
戦
国
期
職
人

の
系
譜
』
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
四
月

３７

判
門
田
氏
の
歴
史
的
位
置
『
古
文
書
研
究
』
三
三
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月

３８

古
河
公
方
を
め
ぐ
る
贈
答
儀
礼
に
つ
い
て
―
と
く
に
下
野
鑁
阿
寺
と
の
場
合
を
中
心
に
―

戦
国
史
研
究
会
編
『
戦
国
期
東
国

社
会
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
一
二
月

３９

鑁
阿
寺
文
書
伝
来
考
証
『
日
本
歴
史
』
五
一
一
、
一
九
九
〇
年
一
二
月

４０

十
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
江
戸
湾
を
め
ぐ
る
房
総
諸
勢
力
の
動
向
―
と
く
に
品
川
「
妙
国
寺
文
書
」
の
禁
制
を
め
ぐ
っ
て
―

『
金
澤
文
庫
研
究
』
二
八
六
、
一
九
九
一
年
三
月

４１

関
東
足
利
氏
と
房
総
里
見
氏
―
房
総
地
域
史
研
究
の
深
化
の
た
め
に
―

中
世
房
総
史
研
究
会
編『
中
世
房
総
の
権
力
と
社
会
』

�
科
書
店
、
一
九
九
一
年
五
月

４２

古
河
公
方
周
辺
の
文
化
的
諸
相
『
三
浦
古
文
化
』
四
九
、
一
九
九
一
年
七
月

４３

東
国
に
お
け
る
享
徳
の
大
乱
の
諸
前
提
に
つ
い
て
『
歴
史
評
論
』
四
九
七
、
一
九
九
一
年
九
月

４４

房
総
に
お
け
る
天
文
の
内
乱
の
歴
史
的
位
置
『
お
だ
わ
ら
―
歴
史
と
文
化
―
』
五
、
一
九
九
一
年
一
〇
月

４５

『
快
元
僧
都
記
』
の
世
界
像
『
日
本
歴
史
』
五
二
三
、
一
九
九
一
年
一
二
月

４６

小
弓
公
方
足
利
氏
の
成
立
と
展
開
『
歴
史
学
研
究
』
六
三
五
、
一
九
九
二
年
八
月

４７

上
杉
氏
家
臣
木
部
氏
の
軌
跡

永
原
慶
二
編
『
大
名
領
国
を
歩
く
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
四
月
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４８

東
国
に
お
け
る
永
正
期
の
内
乱
に
つ
い
て
『
歴
史
評
論
』
五
二
〇
、
一
九
九
三
年
八
月

４９

房
総
の
中
世
後
期
に
お
け
る
寺
院
と
権
力
『
日
本
史
研
究
』
三
七
八
、
一
九
九
四
年
二
月

５０

室
町
期
東
国
に
お
け
る
有
徳
人
の
一
様
態
『
金
澤
文
庫
研
究
』
二
九
二
、
一
九
九
四
年
三
月

５１

室
町
後
期
の
鎌
倉
・
鶴
岡
社
に
関
す
る
考
察
『
歴
史
評
論
』
五
三
二
、
一
九
九
四
年
八
月

５２

安
房
「
妙
本
寺
年
中
行
事
」
に
つ
い
て
『
史
観
』
一
三
一
、
一
九
九
四
年
九
月

５３

十
五
世
紀
中
葉
に
け
る
常
陸
佐
竹
氏
の
動
向
『
日
本
歴
史
』
五
五
八
、
一
九
九
四
年
一
一
月

５４

有
徳
人
鈴
木
道
胤
に
つ
い
て
の
覚
書
―
と
く
に
日
親
『
伝
灯
鈔
』
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―

峰
岸
純
夫
・
村
井
章
介
編
『
中

世
東
国
の
物
流
と
都
市
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
一
一
月

５５

上
総
大
坪
基
清
試
論
『
国
語
と
国
文
学
』
八
六
五
、
一
九
九
六
年
一
月

５６

安
房
妙
本
寺
の
中
世
墳
墓
に
関
す
る
考
察
『
千
葉
県
史
研
究
』
四
、
一
九
九
六
年
三
月

５７

安
房
妙
本
寺
日
我
の
歴
史
的
位
置
『
歴
史
学
研
究
』
六
八
四
、
一
九
九
六
年
五
月

５８

中
世
寺
院
に
お
け
る
修
学
の
歴
史
的
性
格
『
千
葉
県
史
研
究
』
五
、
一
九
九
七
年
三
月

５９

里
見
義
通
試
論
『
千
葉
史
学
』
三
〇
、
一
九
九
七
年
五
月

６０

下
総
葛
西
地
域
に
お
け
る
上
杉
氏
家
臣
の
軌
跡
『
埼
玉
県
史
研
究
』
三
三
、
一
九
九
八
年
二
月

６１

古
河
公
方
と
そ
の
周
辺
『
千
葉
県
の
文
書
館
』
三
、
一
九
九
八
年
三
月

６２

安
房
妙
本
寺
と
房
総
里
見
氏
『
千
葉
県
史
研
究
』
六
、
一
九
九
八
年
三
月

６３

武
州
品
川
鳥
海
氏
と
そ
の
周
辺
『
日
本
歴
史
』
六
〇
一
、
一
九
九
八
年
六
月
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６４

房
総
に
お
け
る
簗
田
氏
領
の
歴
史
的
位
置
『
千
葉
史
学
』
三
三
、
一
九
九
八
年
一
一
月

６５

戦
国
期
東
国
に
お
け
る
戦
乱
・
飢
饉
と
法
華
僧
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
八
、
一
九
九
八
年
一
二
月

６６

上
杉
氏
家
臣
菊
地
氏
に
関
す
る
考
察
『
お
だ
わ
ら
―
歴
史
と
文
化
―
』
一
二
、
一
九
九
九
年
三
月

６７

小
泉
次
大
夫
吉
次
の
歴
史
的
位
置
『
千
葉
県
史
研
究
』
七
、
一
九
九
九
年
三
月

６８

安
房
妙
本
寺
日
要
の
歴
史
的
位
置
『
日
本
歴
史
』
六
一
八
、
一
九
九
九
年
一
一
月

６９

中
世
東
国
の
法
華
宗
寺
院
に
お
け
る
住
持
と
隠
居
『
千
葉
県
史
研
究
』
八
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

７０

中
世
東
国
に
お
け
る
一
連
歌
師
の
軌
跡
『
金
澤
文
庫
研
究
』
三
〇
五
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

７１

東
国
に
お
け
る
日
蓮
宗
寺
院
の
中
世
的
展
開
『
千
葉
県
の
文
書
館
』
六
、
二
〇
〇
一
年
三
月

７２

古
河
公
方
足
利
義
氏
論
ノ
ー
ト
『
日
本
歴
史
』
六
四
六
、
二
〇
〇
二
年
三
月

７３

「
皇
国
史
観
」
登
場
の
歴
史
的
前
提
―
近
代
史
学
史
ノ
ー
ト
―

安
田
浩
・
菅
原
憲
二
編
『
国
境
を
貫
く
歴
史
認
識
』
青
木
書

店
、
二
〇
〇
二
年
九
月

７４

影
写
本
「
越
後
下
文
書
」
成
立
の
経
過
と
由
来
『
古
文
書
研
究
』
五
六
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月

７５

安
房
妙
本
寺
日
我
と
里
見
義
堯
『
千
葉
県
史
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
四
年
三
月

７６

小
弓
公
方
足
利
氏
と
房
総
正
木
氏
の
関
係
に
つ
い
て
『
六
浦
文
化
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
四
年
五
月

７７

里
見
忠
義
の
家
督
相
続
・
元
服
前
後
の
動
向
に
つ
い
て
『
千
葉
県
史
研
究
』
一
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月

７８

下
総
臼
井
・
小
弓
城
主
原
胤
栄
に
関
す
る
覚
書
―
高
野
山
「
西
門
院
文
書
」
を
中
心
に
―

千
葉
城
郭
研
究
会
編
『
城
郭
と
中

世
の
東
国
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
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７９

中
世
東
国
に
お
け
る
版
刻
花
押
に
つ
い
て
『
千
葉
県
史
研
究
』
一
五
、
二
〇
〇
七
年
三
月

８０

室
町
・
戦
国
期
の
下
野
小
山
氏
に
関
す
る
一
考
察
―
特
に
小
山
大
膳
大
夫
家
を
通
じ
て
―

佐
藤
博
信
編
『
中
世
東
国
の
政
治

構
造
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
年
六
月

８１

東
国
大
名
里
見
氏
の
歴
史
的
性
格
―
支
配
理
念
の
側
面
か
ら
―

佐
藤
博
信
編
『
中
世
東
国
の
社
会
構
造
』
岩
田
書
院
、
二
〇

〇
七
年
六
月

８２

足
利
尊
氏
・
同
直
義
所
領
目
録
（「
比
志
島
文
書
」）
を
め
ぐ
っ
て
―
上
総
所
領
の
復
元
―

『
日
本
史
研
究
』
五
四
二
、
二
〇

〇
七
年
一
〇
月

８３

古
河
公
方
家
臣
本
間
氏
に
関
す
る
考
察
『
茨
城
県
史
研
究
』
九
二
、
二
〇
〇
八
年
二
月

８４

室
町
・
戦
国
期
の
下
野
那
須
氏
に
関
す
る
一
考
察
『
戦
国
史
研
究
』
五
五
、
二
〇
〇
八
年
二
月

８５

古
河
公
方
家
臣
簗
田
氏
に
関
す
る
一
考
察
『
千
葉
県
史
研
究
』
一
六
、
二
〇
〇
八
年
三
月

８６

上
総
藻
原
郷
・
二
宮
庄
・
藻
原
寺
の
中
世
的
展
開
『
千
葉
城
郭
研
究
』
九
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

８７

豊
前
氏
と
下
総
千
葉
氏
―
特
に
鷹
・
隼
の
贈
答
を
め
ぐ
っ
て
―
『
千
葉
い
ま
む
か
し
』
二
二
、
二
〇
〇
九
年
三
月

８８

上
総
藻
原
寺
檀
那
松
本
久
右
衛
門
家
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
三
、
二
〇
〇
九
年
三
月

８９

戦
国
期
の
関
東
足
利
氏
に
関
す
る
考
察
―
特
に
小
弓
・
喜
連
川
氏
を
中
心
と
し
て
―

荒
川
善
夫
・
佐
藤
博
信
・
松
本
一
夫
編

『
中
世
下
野
の
権
力
と
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
五
月

９０

安
房
妙
本
寺
日
我
と
日
向
法
難
―
特
に
二
通
の
日
我
書
状
か
ら
―
『
興
風
』
二
一
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月

９１

常
総
地
域
史
の
展
開
と
構
造
―
特
に
室
町
・
戦
国
期
を
中
心
に
―

『
中
世
常
陸
・
両
総
地
域
の
様
相
―
発
見
さ
れ
た
井
田
文
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書
―
』
茨
城
県
立
歴
史
館
、
二
〇
一
〇
年
三
月

９２

安
房
妙
本
寺
と
和
泉
堺
本
伝
寺
―
新
出
史
料
の
検
討
―
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
四
、
二
〇
一
〇
年
三
月

９３

安
房
妙
本
寺
日
我
と
『
立
正
安
国
論
私
見
聞
』『
日
本
歴
史
』
七
四
七
、
二
〇
一
〇
年
八
月

９４

古
河
公
方
足
利
義
氏
と
東
国
―
特
に
「
葛
西
様
」
段
階
を
中
心
に
―

葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
編
『
葛
西
城
と
古
河
公

方
足
利
義
氏
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
〇
年
五
月

９５

安
房
妙
本
寺
学
頭
坊
歴
代
考
―
日
朝
か
ら
日
成
ま
で
―
『
興
風
』
二
二
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月

９６

中
世
東
国
寺
社
領
の
成
立
と
展
開
『
歴
史
評
論
』
七
三
五
、
二
〇
一
一
年
七
月

９７

安
房
妙
本
寺
門
流
の
展
開
と
日
向
『
興
風
』
二
三
、
二
〇
一
一
年
一
二
月

９８

戦
国
期
佐
倉
千
葉
氏
の
権
力
形
態
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
四
一
、
二
〇
一
二
年
三
月

９９

古
河
公
方
の
自
筆
文
書
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
古
河
公
方
研
究
の
深
化
の
た
め
に
―

佐
藤
博
信
編
『
関
東
足
利
氏
と
東
国

社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
三
月

１００

房
総
里
見
氏
の
花
押
と
印
章
―
義
堯
か
ら
忠
義
ま
で
―

佐
藤
博
信
編
『
中
世
房
総
と
東
国
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年

三
月

【
主
要
編
著
・
共
著
・
史
料
集
】

１

『
茅
ヶ
崎
市
史
一
資
料
編
（
上
）
古
代
・
中
世
・
近
世
』
茅
ケ
崎
市
刊
、
一
九
七
七
年
一
〇
月

２

『
古
河
市
史
資
料
中
世
編
』
古
河
市
刊
、
一
九
八
一
年
三
月
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３

『
茅
ケ
崎
市
史
四
通
史
編
』
茅
ケ
崎
市
刊
、
一
九
八
一
年
三
月

４

『
東
国
大
名
戦
国
大
名
論
集
三
』
吉
川
弘
文
館
刊
、
一
九
八
三
年
九
月

５

『
古
河
市
史
通
史
編
』
古
河
市
刊
、
一
九
八
八
年
三
月

６

『
埼
玉
県
史
通
史
編
二
中
世
』
埼
玉
県
刊
、
一
九
八
九
年
三
月

７

『
小
田
原
市
史
史
料
編
中
世
�
〜
�
』
小
田
原
市
刊
、
一
九
九
一
年
三
月

８

『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
一
〜
五
』
千
葉
県
刊
、
一
九
九
七
年
三
月

９

『
小
田
原
市
史
通
史
編
原
始
・
古
代
・
中
世
』
小
田
原
市
刊
、
一
九
九
八
年
三
月

１０

『
戦
国
遺
文
古
河
公
方
編
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
四
月

１１

『
千
葉
県
の
歴
史
通
史
編
中
世
』
千
葉
県
刊
、
二
〇
〇
七
年
三
月

１２

『
戦
国
遺
文
房
総
編
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
五
月
〜

【
主
要
小
論
】

１

『
図
録
日
蓮
聖
人
の
世
界
』
を
め
ぐ
っ
て
『
歴
史
評
論
』
六
二
二
、
二
〇
〇
二
年
二
月

２

東
京
国
立
博
物
館
「
大
日
蓮
展
」
に
思
う
『
歴
史
評
論
』
六
三
八
、
二
〇
〇
三
年
六
月

３

日
向
参
詣
記
『
千
葉
大
学
人
文
研
究
』
三
六
、
二
〇
〇
七
年
三
月

４

岡
山
・
鳥
取
研
修
記
『
興
風
』
一
九
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月

５

『
興
風
』
と
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
『
歴
史
評
論
』
七
〇
四
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月

６

「
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人
―
中
世
人
の
信
仰
世
界
―
」
『
歴
史
学
研
究
』
八
七
〇
、
二
〇
一
〇
年
九
月
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